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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合
信 託 期 間 2013年２月８日から2028年１月27日まで

運 用 方 針

ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロ
ケーション・ファンド（以下「参照ファンド」）の運用成
果と米ドル売り／円買いの為替取引の損益を反映する仕組
みの債券に投資し、世界各国の様々な資産への分散投資と
為替取引で得られる収益の獲得と、毎月の分配実施（実質
的な投資元本の払い戻しにより一部または全部の額を充当
することができます。）による定期的な投資信託財産の一
部払い出しを目的として運用を行います。

主要投資対象 内外の公社債を主要投資対象とします。

運 用 方 法

原則として、グローバル・アロケーション・ファンド・イ
ンデックス（限定為替ヘッジ）連動債Ｃ（以下「指数連動
債」）を高位に組み入れます。指数連動債は、参照ファン
ドの運用成果と米ドル売り／円買いの為替取引の損益に基
づき算出される指数（以下「参照指数」）の値動きを反映
する仕組みを有し、参照ファンド等を担保資産として特別
目的会社により発行されるものです。指数連動債の利金
は、参照指数の投資収益に基づくものではなく、原則とし
て１年毎に到来する特定日の指数連動債の価格に所定の率
を乗じて得た額として定期的に更新されます。

組 入 制 限 株式への投資割合は、投資信託財産の純資産総額の20％以
下とします。

分 配 方 針

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき収益の分配
（実質的に投資元本の払い戻しとなる分配を含みます。以
下同じ。）を行います。
①分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利

子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全
額とします。

②分配金額は、原則として、当ファンドの決算日の直前に
支払われた指数連動債の利金に基づく額を払い出すこと
を目標に委託者が決定します。当該利金は、参照指数の
投資収益に基づくものではなく、原則として１年毎に到
来する特定日の指数連動債の価格に所定の率を乗じて得
た額に基づいて計算されます。結果として、分配金は実
質的な投資元本の払い戻しにより一部または全部の額が
充当されることがあります。

③留保益の運用については、特に制限を設けず、運用の基
本方針に基づいた運用を行います。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

愛称：世界街道
第121期　<決算日　2023年２月27日>
第122期　<決算日　2023年３月27日>
第123期　<決算日　2023年４月27日>
第124期　<決算日　2023年５月29日>
第125期　<決算日　2023年６月27日>
第126期　<決算日　2023年７月27日>

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、｢グローバル・アロケーショ
ン・ファンド 毎月決算・限定為替ヘッ
ジコース（目標払出し型）」は、2023
年７月27日に第126期の決算を行いま
した。ここに、運用経過等をご報告申し
上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

グローバル・アロケーション・ファンド
毎月決算・限定為替ヘッジコース（目標払出し型）

運 用 報 告 書（全体版）
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1－　　－

■最近５作成期の運用実績

作 成 期 決 算 期
基 準 価 額 参 照 指 数 債 券 組 入

比 率
純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円

第17作成期

97 期(2021年３月１日) 3,917 46 0.8 161.28 0.9 98.4 1,499
98 期(2021年３月29日) 3,764 46 △2.7 156.93 △2.7 98.0 1,442
99 期(2021年４月27日) 3,882 46 4.4 164.12 4.6 98.2 1,457

100期(2021年５月27日) 3,881 46 1.2 166.23 1.3 98.3 1,436
101期(2021年６月28日) 3,838 46 0.1 166.58 0.2 98.5 1,396
102期(2021年７月27日) 3,784 46 △0.2 166.42 △0.1 99.0 1,367

第18作成期

103期(2021年８月27日) 3,762 46 0.6 167.69 0.8 98.9 1,345
104期(2021年９月27日) 3,682 46 △0.9 166.35 △0.8 97.1 1,316
105期(2021年10月27日) 3,656 46 0.5 167.54 0.7 97.8 1,294
106期(2021年11月29日) 3,586 46 △0.7 166.61 △0.6 97.9 1,266
107期(2021年12月27日) 3,524 46 △0.4 166.06 △0.3 98.0 1,239
108期(2022年１月27日) 3,281 46 △5.6 156.72 △5.6 98.0 1,139

第19作成期

109期(2022年２月28日) 3,153 42 △2.6 152.67 △2.6 97.7 1,064
110期(2022年３月28日) 3,156 42 1.4 155.15 1.6 97.8 1,061
111期(2022年４月27日) 2,969 42 △4.6 148.00 △4.6 97.7 996
112期(2022年５月27日) 2,851 42 △2.6 144.39 △2.4 98.2 933
113期(2022年６月27日) 2,686 42 △4.3 138.19 △4.3 98.3 875
114期(2022年７月27日) 2,692 42 1.8 141.00 2.0 94.8 907

第20作成期

115期(2022年８月29日) 2,690 42 1.5 143.34 1.7 95.0 924
116期(2022年９月27日) 2,435 42 △7.9 131.52 △8.2 93.3 912
117期(2022年10月27日) 2,411 42 0.7 132.77 1.0 96.7 935
118期(2022年11月28日) 2,484 42 4.8 139.49 5.1 97.7 963
119期(2022年12月27日) 2,378 42 △2.6 135.90 △2.6 98.0 943
120期(2023年１月27日) 2,424 42 3.7 141.30 4.0 97.4 989

第21作成期

121期(2023年２月27日) 2,343 28 △2.2 138.27 △2.1 96.7 970
122期(2023年３月27日) 2,309 28 △0.3 138.14 △0.1 97.8 962
123期(2023年４月27日) 2,301 28 0.9 139.50 1.0 98.7 919
124期(2023年５月29日) 2,243 28 △1.3 137.84 △1.2 97.1 909
125期(2023年６月27日) 2,272 28 2.5 141.63 2.7 98.4 888
126期(2023年７月27日) 2,277 28 1.5 143.98 1.7 98.4 787

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注２）参照指数はグローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（限定為替ヘッジ）です（以下同じ）。
（注３）グローバル・アロケーション・ファンド・インデックスは世界各国の株式や債券などに投資して、トータルリターンの最大化を目指すルク

センブルグ籍外国投資法人「ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンド」クラスⅠ米ドル建投資証券
のパフォーマンスを反映する円ベースの指数です。同指数には為替取引（米ドル売り／円買い）を行わない指数と行う指数があります。Ｕ
ＢＳ銀行ロンドン支店が指数の算出・公表を行います。
ＵＢＳ銀行ロンドン支店は参照ファンドおよびその投資対象資産への投資の妥当性などについて何ら判断を行わず、参照指数のパフォーマ
ンスにも責任を負うものではありません（以下同じ）。

（注４）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。
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2－　　－

■過去６ヶ月間の基準価額と市況の推移
決 算 期 年 月 日 基 準 価 額 参 照 指 数 債 券 組 入

比 率騰 落 率 騰 落 率

第121期

（期　首） 円 ％ ％ ％
2023 年 １ 月 27 日 2,424 － 141.30 － 97.4

１ 月 末 2,446 0.9 142.60 0.9 97.5
（期　末）

2023 年 ２ 月 27 日 2,371 △2.2 138.27 △2.1 96.7

第122期

（期　首）
2023 年 ２ 月 27 日 2,343 － 138.27 － 96.7

２ 月 末 2,316 △1.2 136.61 △1.2 97.9
（期　末）

2023 年 ３ 月 27 日 2,337 △0.3 138.14 △0.1 97.8

第123期

（期　首）
2023 年 ３ 月 27 日 2,309 － 138.14 － 97.8

３ 月 末 2,303 △0.3 137.74 △0.3 97.8
（期　末）

2023 年 ４ 月 27 日 2,329 0.9 139.50 1.0 98.7

第124期

（期　首）
2023 年 ４ 月 27 日 2,301 － 139.50 － 98.7

４ 月 末 2,297 △0.2 139.25 △0.2 98.6
（期　末）

2023 年 ５ 月 29 日 2,271 △1.3 137.84 △1.2 97.1

第125期

（期　首）
2023 年 ５ 月 29 日 2,243 － 137.84 － 97.1

５ 月 末 2,252 0.4 138.39 0.4 98.2
（期　末）

2023 年 ６ 月 27 日 2,300 2.5 141.63 2.7 98.4

第126期

（期　首）
2023 年 ６ 月 27 日 2,272 － 141.63 － 98.4

６ 月 末 2,267 △0.2 141.30 △0.2 98.3
（期　末）

2023 年 ７ 月 27 日 2,305 1.5 143.98 1.7 98.4
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
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3－　　－

■第121期～第126期の運用経過（2023年１月28日から2023年７月27日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の基準価額に合わせて指数化しています。
（注４）当ファンドはベンチマークを定めておりません。

基準価額の主な変動要因
　ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンド（以下「参照ファン
ド」）の運用成果と米ドル売り／円買いの為替取引の損益を反映する仕組みの債券に投資し、世界各国
の様々な資産への分散投資で得られる収益の獲得と、毎月の分配実施による定期的な投資信託財産の一
部払い出しを目的として運用を行いました。当作成期間の基準価額は参照ファンドが上昇したものの、
為替ヘッジコストの高止まりにより、小幅な上昇となりました。
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（2023.４.27）
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（2023.５.29）

第125期末
（2023.６.27）

第126期末
（2023.７.27）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）純資産総額（右軸）

第121期首 ： 2,424円
第126期末 ： 2,277円
（既払分配金168円）
騰 落 率 ： 1.0％
（分配金再投資ベース）
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4－　　－

投資環境
　世界主要国の株式市場は上昇しました。米国では、利上げ継続観測の中、米地銀破綻からリスク回避
の動きが強まり、３月半ばにかけて下落しました。その後は、インフレの伸び鈍化を受けて、利上げ継
続観測が後退し、決算発表が本格化する中、大型ハイテク株の一部の決算などが好感され、上昇傾向と
なりました。欧州も米国と同様な動きとなりましたが、中国景気への懸念から上値の重い展開となりま
した。日本では米著名投資家が日本株への追加投資を示唆したことや、円安などが好感され、上昇しま
した。

　世界主要国の債券市場は、全般的に下落（金利上昇）傾向となりました。米国金利は、インフレ圧力
は根強いとの見方から上昇した後、米地銀破綻からリスク回避の動きが強まり、４月上旬にかけて低下
傾向となりました。その後は、堅調な雇用市場を背景に金融引き締め長期化観測から上昇傾向となりま
した。欧州金利もほぼ同様な動きとなりました。国内金利は、欧米金利とほぼ同様な動きとなったもの
の、日銀が金融政策の現状維持を決める中、小幅低下しました。

　為替市場では円は対米ドル、対ユーロで下落しました。日米の金融政策の違いから円安米ドル高で始
まりました。その後、米地銀破綻を受けた米金利急低下に伴い、米ドルが軟調になる場面があったもの
の、日銀の金融政策修正観測の後退や、米経済指標の改善、米長期金利の上昇を受けて、円安・米ドル
高基調となりました。ユーロは、スイス金融大手の経営不安などから対米ドルで一時大幅下落したもの
の、欧米の景況感の違いなどから米ドルに対して堅調に推移し、円に対しても上昇しました。
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5－　　－

ポートフォリオについて
　ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンドの運用成果を反映す
る仕組み債券である「グローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（限定為替ヘッジ）連動
債Ｃ」に投資を行い、当作成期間を通じて高位に組み入れました。

ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
　グラフは、基準価額と参照指数の騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
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6－　　－

分配金
　収益分配金につきましては所定の率をグローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（限定
為替ヘッジ）連動債Ｃの価格に乗じて計算される利金に基づく額を払い出すことを目標とし、第121期
から第126期までそれぞれ１万口当たり28円を分配しました。なお、収益分配金に充てなかった利益は
信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

項目
第121期 第122期 第123期 第124期 第125期 第126期

2023年１月28日
～2023年２月27日

2023年２月28日
～2023年３月27日

2023年３月28日
～2023年４月27日

2023年４月28日
～2023年５月29日

2023年５月30日
～2023年６月27日

2023年６月28日
～2023年７月27日

当期分配金（税引前） 28円 28円 28円 28円 28円 28円
対基準価額比率 1.18％ 1.20％ 1.20％ 1.23％ 1.22％ 1.21％
当期の収益 28円 28円 28円 28円 28円 28円
当期の収益以外 －円 －円 －円 －円 －円 －円

翌期繰越分配対象額 1,444円 1,448円 1,452円 1,456円 1,461円 1,465円
（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金（税引前）」の額

が一致しない場合があります。
（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異な

ります。また、小数点第３位を四捨五入しています。
（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配に充当した金額で

す。また、「当期の収益以外」は「分配準備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額です。

今後の運用方針
　引き続き「グローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（限定為替ヘッジ）連動債Ｃ」の
組入比率を高位に維持し、世界各国の株式や債券などさまざまな資産への分散投資で得られる収益の獲
得を目指します。
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■１万口当たりの費用明細

項目

第121期～第126期

項目の概要（2023年１月28日
～2023年７月27日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 13円 0.557％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は2,321円です。

（投信会社） (  4) (0.162) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） (  9) (0.380) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） (  0) (0.015) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) その他費用 0 0.019 (ｂ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） (  0) (0.019) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（監査費用） (  0) (0.000) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用

合計 13 0.576
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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（参考情報）
◆総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口
当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.16％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。
（注５）上記とは別に、次の費用を間接的に負担しております。

指数手数料 年率0.08％
（注）参照指数は年率0.08％が指数手数料（指数算出費用）として日々控除された形で算出されます。

参照ファンド 参照ファンドの純資産総額に対して年率0.75％
（注）参照ファンドの投資運用会社に対する運用等の報酬です。

総経費率
1.16％

運用管理費用
（投信会社）
0.33％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.04％
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■売買及び取引の状況（2023年１月28日から2023年７月27日まで）
　公社債

第 121 期 ～ 第 126 期
買 付 額 売 付 額

千円 千円
国 内 社 債 券 65,653 186,311

(－)
（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）社債券には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。

■利害関係人との取引状況等（2023年１月28日から2023年７月27日まで）
　期中の利害関係人との取引等はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■組入資産の明細
公社債
(A) 債券種類別開示
　国内（邦貨建）公社債

作 成 期 第 21 作 成 期 末

区 分 額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
普 通 社 債 券 4,510,000 774,321 98.4 98.4 － 98.4 －
合 計 4,510,000 774,321 98.4 98.4 － 98.4 －

（注１）組入比率は、期末の純資産総額に対する評価額の比率であり、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）無格付銘柄については、ＢＢ格以下に含めて表示しています。

(B) 個別銘柄開示
　国内（邦貨建）公社債

作 成 期 第 21 作 成 期 末
銘 柄 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日

（普通社債券） ％ 千円 千円
グローバル・アロケーション・ファンド・イン
デックス（限定為替ヘッジ）連動債Ｃ － 4,510,000 774,321 2028/01/18

合 計 － 4,510,000 774,321 －
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■投資信託財産の構成� 2023年７月27日現在

項 目 第 21 作 成 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 774,321 97.1
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 23,494 2.9
投 資 信 託 財 産 総 額 797,816 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2023年２月27日)、(2023年３月27日)、(2023年４月27日)、(2023年５月29日)、(2023年６月27日)、(2023年７月27日)現在

項 目 第 121 期 末 第 122 期 末 第 123 期 末 第 124 期 末 第 125 期 末 第 126 期 末
(Ａ) 資 産 984,325,584円 975,445,094円 931,905,515円 921,440,103円 900,198,565円 797,816,406円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 45,047,138 32,351,811 23,557,715 37,813,839 26,286,240 23,259,024
公 社 債(評価額) 938,489,200 942,220,200 907,400,000 882,596,000 873,749,400 774,321,900
そ の 他 未 収 収 益 789,246 873,083 947,800 1,030,264 162,925 235,482

(Ｂ) 負 債 13,796,865 12,517,475 12,117,070 12,263,888 11,876,734 10,643,636
未 払 収 益 分 配 金 11,598,022 11,674,518 11,194,368 11,348,928 10,946,904 9,678,560
未 払 解 約 金 1,241,760 － － － 115,500 138,240
未 払 信 託 報 酬 953,798 840,064 919,542 911,823 811,542 824,005
そ の 他 未 払 費 用 3,285 2,893 3,160 3,137 2,788 2,831

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 970,528,719 962,927,619 919,788,445 909,176,215 888,321,831 787,172,770
元 本 4,142,151,042 4,169,471,042 3,997,988,779 4,053,188,779 3,909,608,779 3,456,628,856
次 期 繰 越 損 益 金 △3,171,622,323 △3,206,543,423 △3,078,200,334 △3,144,012,564 △3,021,286,948 △2,669,456,086

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 4,142,151,042口 4,169,471,042口 3,997,988,779口 4,053,188,779口 3,909,608,779口 3,456,628,856口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 2,343円 2,309円 2,301円 2,243円 2,272円 2,277円

（注）第120期末における元本額は4,081,841,042円、当作成期間（第121期～第126期）中における追加設定元本額は345,902,639円、同解約
元本額は971,114,825円です。
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■損益の状況 自 2023年１月28日
至 2023年２月27日

自 2023年２月28日
至 2023年３月27日

自 2023年３月28日
至 2023年４月27日

自 2023年４月28日
至 2023年５月29日

自 2023年５月30日
至 2023年６月27日

自 2023年６月28日
至 2023年７月27日

項 目 第 121 期 第 122 期 第 123 期 第 124 期 第 125 期 第 126 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 13,768,607円 14,081,805円 13,637,966円 13,757,529円 13,432,419円 11,976,826円

受 取 利 息 13,685,981 13,998,544 13,566,456 13,676,000 13,354,801 11,915,898
そ の 他 収 益 金 83,149 83,722 71,751 82,464 78,950 62,669
支 払 利 息 △523 △461 △241 △935 △1,332 △1,741

(Ｂ) 有価証券売買損益 △34,729,812 △15,453,875 △5,021,643 △24,804,530 9,701,912 226,696
売 買 益 35,921 184,731 △3,333 － 10,134,289 583,880
売 買 損 △34,765,733 △15,638,606 △5,018,310 △24,804,530 △432,377 △357,184

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △986,005 △875,215 △950,385 △945,671 △842,355 △851,919
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △21,947,210 △2,247,285 7,665,938 △11,992,672 22,291,976 11,351,603
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 △1,647,573,579 △1,673,351,677 △1,617,875,931 △1,621,201,604 △1,584,824,070 △1,340,774,828
(Ｆ) 追加信託差損益金 △1,490,503,512 △1,519,269,943 △1,456,795,973 △1,499,469,360 △1,447,807,950 △1,330,354,301

(配 当 等 相 当 額) (302,630,719) (307,947,825) (295,284,560) (303,518,837) (293,023,020) (268,020,633)
(売 買 損 益 相 当 額) (△1,793,134,231) (△1,827,217,768) (△1,752,080,533) (△1,802,988,197) (△1,740,830,970) (△1,598,374,934)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △3,160,024,301 △3,194,868,905 △3,067,005,966 △3,132,663,636 △3,010,340,044 △2,659,777,526
(Ｈ) 収 益 分 配 金 △11,598,022 △11,674,518 △11,194,368 △11,348,928 △10,946,904 △9,678,560

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △3,171,622,323 △3,206,543,423 △3,078,200,334 △3,144,012,564 △3,021,286,948 △2,669,456,086
追 加 信 託 差 損 益 金 △1,490,503,512 △1,519,269,943 △1,456,795,973 △1,499,469,360 △1,447,807,950 △1,330,354,301
(配 当 等 相 当 額) (302,630,719) (307,947,825) (295,284,560) (303,518,837) (293,023,020) (268,020,633)
(売 買 損 益 相 当 額) (△1,793,134,231) (△1,827,217,768) (△1,752,080,533) (△1,802,988,197) (△1,740,830,970) (△1,598,374,934)
分 配 準 備 積 立 金 295,866,907 296,032,010 285,349,428 286,776,675 278,359,252 238,654,476
繰 越 損 益 金 △1,976,985,718 △1,983,305,490 △1,906,753,789 △1,931,319,879 △1,851,838,250 △1,577,756,261

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 第 121 期 第 122 期 第 123 期 第 124 期 第 125 期 第 126 期
(ａ) 経費控除後の配当等収益 12,782,602円 13,206,590円 12,687,581円 12,811,858円 12,943,348円 11,140,753円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0 0 0 0 0 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 302,630,719 307,947,825 295,284,560 303,518,837 293,023,020 268,020,633
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 294,682,327 294,499,938 283,856,215 285,313,745 276,362,808 237,192,283
(ｅ) 当期分配対象額(a+b+c+d) 610,095,648 615,654,353 591,828,356 601,644,440 582,329,176 516,353,669
(ｆ) 1万口当たり当期分配対象額 1,472.90 1,476.58 1,480.32 1,484.37 1,489.48 1,493.81
(ｇ) 分 配 金 11,598,022 11,674,518 11,194,368 11,348,928 10,946,904 9,678,560
(ｈ) 1 万 口 当 た り 分 配 金 28 28 28 28 28 28
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■分配金のお知らせ
決 算 期 第 121 期 第 122 期 第 123 期 第 124 期 第 125 期 第 126 期

１万口当たり分配金 28円 28円 28円 28円 28円 28円
※分配金を再投資する場合、分配金は税引後自動的に無手数料で再投資されます。

分配金の課税上の取扱いについて
・追加型株式投資信託の分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱

いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分

配金の全額が普通分配金となります。
○分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払

戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特別分配金）を控除した額が普
通分配金となります。

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における受益者毎の
個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額が、その後の受益者毎
の個別元本となります。

CC_23018752_05_ostOne_GアロケーションF毎月決算限定為替ヘッジ_投資信託.indd   12 2023/09/25   16:11:27


